
3月14日(月) ひな祭り集会

3月16日(水) ひな祭りコンサート

3月17日(木) 避難消火訓練

3月14日(木) なかよし遠足 お弁当の日

3月15日(金) じゃがいも植え

3月20日(水) 春分の日

3月21日(木) 誕生会

3月27日(水) 園児所持品持ち帰り

3月28日(木) 卒園式準備 3歳未満児12:30降園 3歳以上児13:00降園

3月29日(金) 卒園式(あじさい・ひまわり組参加) 9:30開式

登園８:４0～9:０0 在園児降園11:00予定

4月11日(月)～4月4日(木) 希望保育

4月15日(金) 入園式

●３月27日(水)に園児の所持品の持ち帰りをお願いします。来年度に向けて記名等の確認をお願いします。

用品を3月1９日(火)に配布致しますので、記名などの準備をして入園式翌週４月８日(月)に持参して下さい。

●３月28日(木)卒園準備のため、12:30降園となりますのでご協力お願いします。（希望保育が必要な方は担任まで）

●ちゅうりっぷ・たんぽぽ・もも組は卒園式に参加しませんので３月２８日(木)で修了となります。

●３月29日(金)の卒園式は、あじさい組親子、ひまわり組園児の参加となります(コロナ感染状況により変更の可能性もあります)。

（卒園式当日の希望保育が必要な方は担任まで）

●下記保育の申請について、必要な方は担任へ申し出てください。

・令和６年度延長保育申請 ・令和６年度土曜保育申請 ★希望保育や申請書の申し込み

・４月1日(月)～4月４日(木)希望保育 ・令和６年度入園式希望保育 〆切は、3月８日(金)
※ 新年度準備等がありますので、なるべくご家庭で保育をお願いします。 までにお願いします

５歳児 ・就学への期待や自覚を持ち、友だちや保育教諭との関わりを楽しみながら充実した生活を過ごす。

・園生活を振り返り、自身の成長を感じたり周りの人に感謝の気持ちを持ったりする。

４歳児 ・春の訪れを感じながら自然や植物などに興味・関心を持つ。

・活動や身の回りのことを積極的に行い、年長児になる自覚や期待を持ちながら過ごす。

３歳児 ・進級することに期待を感じ、一年間を振り返りながら友だちや保育教諭と充実した生活を過ごす。

・自然や天候の変化による季節の移ろいに喜びを感じ、身体を沢山動かして遊ぶ。

２歳児 ・春の訪れを目や耳で感じながら、戸外や散歩などの活動を楽しむ。

・進級への期待を持ち、身の回りのことを自信を持って行おうとする。

１歳児 ・戸外遊びや散歩を通して春の訪れを感じながら、のびのびと過ごす。

・進級することへの喜びと期待を持って生活する。

０歳児 ・保育教諭との関わりの中で模倣をしたり、指先や体を使ったりして遊ぶことを楽しむ。

３月の
保育料・給食費の
口座引落は
3月２7日(水)
です。

あじさい組 H30．3．37 S・M

H30．3．22 M・R

H30．3．23 O・Y

H30．3．27 O・S

ひまわり組 H31．3．11 I・M

H31．3．15 M・H

ちゅうりっぷ組 R ２．3．25 M・Y

たんぽぽ組 R ３．3．12 K・Y

R ３．3．10 S・D

もも組 R ４．3．11 H・G

R ４．3．11 H・Z

R ４．3．18 F・ I

R ４．3．23 H・H

私の顔を見ると、顔をくしゃくしゃにして泣いていた小さな子どもたちも、今では笑顔で手を振ったり、近寄ってブランブランをねだるようになってきたりしています。自分に
とって、この人は害を及ぼさない、安心できる人なんだということが実感として理解できてきたのでしょうか。
小さな子どもたちにとって大切な「愛着形成（アタッチメント）」。子どもが怖くて不安なときや感情が崩れたときに、親や保育者など身近にいる大人がそれを共感的に

受け止めて、その崩れた感情を元どおりに立て直してあげること、そして安心感を与えてあげることによって作られていきます。乳児の段階では、抱っこしてあげる
ことが効果的ですが、大きくなってからは、離れたところからにこっと笑ってあげる、声かけをしてあげる、あるいは温かい目で見ておいてあげる、それだけでも子
どもは「大丈夫」という安心感に浸れるようになると言われています。どういう方法であれ、きちんと安心感を与えてあげること。子どもの視点からいうと、ちゃん
と安心感に浸っていられることが、健康な子どもの心の発達、あるいは体の発達にとても重要になります。
卒園・進級時期を迎え、子どもたちの気持ちも不安定になったり変化が訪れたりするときですが、子どもたちの気持ちに寄り添い、自分の力で物事を解決し、力強
く歩き出せるよう、「愛着」をしっかりと作っていきたいものですね。
本年度もさまざまな面から園の活動にご理解･ご協力をいただき、本当にありがとうございました。今後もよろしくお願いいたします。


